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Ａ．研究目的 

化学物質過敏症（MCS）では化学物質への曝

露により，持続的な頭痛，疲労感，筋肉痛，

微熱，異常感覚などの様々な全身症状が引

き起こされる．MCSは中枢性感作症候群との

関連が示唆される線維筋痛症との症状の重

複が報告されている．一方，片頭痛は中枢性

感作症候群との関連が指摘されているが，

MCSと片頭痛の関係を検討した研究はない．

本研究の目的は，片頭痛患者における MCS

を評価し，MCSに関連する因子を明らかにす

ることである． 

Ｂ．研究方法 

本研究では，当院頭痛外来を通院中の片頭

痛患者 100 例（男性 16 例、女性 84 例）の

うち，不完全なデータを除いた 95例（男性

14例，女性 81 例，年齢 45.4±12.4歳）を

対象とした．片頭痛の診断は国際頭痛分類

第 3版に基づき行った． 喫煙, カフェイン

摂取，飲酒などの生活習慣に関するアンケ

ートを実施した．様々な前兆（視覚，感覚，

言語，運動症状）の有無，随伴症状，光，音，

臭い過敏の有無を臨床記録から取得した．

QEESI （ Quick Environment Exposure 

Sensitivity Inventory：日本語版）で Q1≥30，

Q3≥13，Q5≥17 を MCS ありと定義した．

Central sensitization inventory Aスコ

ア≥40点以上を中枢性感作ありとした．頭痛

に関連する支障度は Migraine Disability

Assessment score (MIDAS)，心理的ストレ

ス は Kessler Psychological Distress

Scale (K6)でそれぞれ評価した．

（倫理面への配慮）

  本研究は臨床研究審査委員会の承認後，

参加者には書面による説明と同意を得て行

った．  

Ｃ．研究結果 

片頭痛患者の 20％に MCSがみられたが，過

去に MCS と診断を受けていた患者はいなか

った．MCS 陰性群と MCS 陽性群では，喫煙

率，カフェイン摂取率，アルコール摂取率に

差はなかった．MCS 陽性群は MCS 陰性群に

比べ，光過敏，臭い過敏，視覚性前兆，感覚

性前兆，中枢性感作の合併率が高く，MIDAS

スコアおよび K6スコアが高かった．ロジス

ティック回帰分析により，片頭痛患者では
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臭い過敏，感覚性前兆，中枢性感作の有無が

MCSに有意に関連していることが示された． 

 

Ｄ．考察 

本研究は片頭痛患者における MCS を調査し

た最初の研究である．QEESIを用いて片頭痛

患者の 20％に MCSがみられ，我々のコホー

トにおける MCS の合併率は一般集団の有病

率 （ Azuma et al, Archives of 

Environmental & Occupational Health. 

2015）よりも高いことが示された．注目すべ

きこととして，片頭痛患者において MCS の

診断を受けた者はいなかったことから，MCS

は過小評価されていた可能性がある．本検

討で用いた QEESI（日本版）の MCS に対する

最新のカットオフ値では感度 82.0％，特異

度 94.4％と診断へ有用性が報告されている

(Hojo et al, PLoS One. 2019)． 

本研究では片頭痛患者において，MCSと中

枢性感作との関連がみられた．中枢性感作

とは高閾値から低閾値への疼痛過敏性を伴

う体性感覚系の変化から生じる病態である．

我々の研究では MCS は，光・臭い過敏，視

覚・感覚性前兆など過敏性を伴う片頭痛の

いくつかの重要な臨床特徴と関連していた．

MCS は嗅覚刺激により誘発されるため，MCS

の病態生理に嗅覚系が関与していることが

示唆されている．化学物質過敏症の患者は，

健常者よりも閾値以上の嗅覚刺激に反応す

る傾向が報告されている．一方, 香水，バ

ラ，ヒノキなどの匂いは，片頭痛患者にとっ

て健常対照者よりも不快であったことが報

告されている(Saisu et al, Cephalalgia, 

2011)． 

本研究では MCS と頭痛の発症との関連を

評価することはできなかった．今後，さらに

サンプル数の多い前向き研究を行うことに

より，MCS と片頭痛の詳細な関連や MCS の

治療経過が明らかになる可能性がある． 

 

Ｅ．結論 

片頭痛患者の 20%に MCS がみられ，片頭痛

患者における MCS と中枢性感作や過敏性

関連症状との関連性の可能性が示唆された．  

 

Ｆ．健康危険情報 

 総括研究報告書にまとめて記入． 
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